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令和４年度 東京岐阜県人会　行事予定

総会懇親会　
日　時：令和４年11月14日（月）	 開　会：18時	 会　場：明治記念館	
ゲスト：未 定	 参加費：8,000円　　　　　　※開催通知は、改めてご案内いたします。 

夏の講演会　
夏の講演会企画中

新型コロナウィルス感染症が未だ収束しない現状ではありますが、令和3年度は上記の行事を予定しております。	
直前の状況次第では残念ながら開催中止とせざるを得ないこともあります。ホームページ※等で情報をご確認下さい。
また、このような状況でありますので、フェローシップ委員会、青年部、レディース倶楽部の活動については、

暫く見合わせております。開催可能な状況となりましたら、改めてホームページ等でご案内させて頂きます。
※ホームページをリニューアルいたしました（https://apgifu.org/tokyo）。東京岐阜県人会の情報、岐阜県からのお知らせ、

各種申込サイトにも使っていきたいと思いますので、ご活用いただけましたら幸甚です。



多様性を認める文化の醸成を目指して

コ
ロ
ナ
禍
で
自
国
民
優
先
の
思
考
い
わ

ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
現
在
、
感
染
に
は
国
境
が
な
い
こ
と

か
ら
自
国
の
利
の
み
に
向
け
た
行
動
が

い
か
に
無
力
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
多
様
性
を
理
解
し

尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
来
民
主
主
義
と
は
、

多
数
派
の
意
思
を
尊
重
す
る
一
方
で
個
人
お
よ
び
少
数
派
集
団
の
権
利
を
擁
護

す
る
も
の
で
あ
り
、
小
さ
な
意
見
も
見
逃
さ
ず
全
体
の
調
和
と
合
意
を
図
り
、
皆

が
納
得
す
る
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
の
真
只
中
に
あ
り
、
特
に
少
子
化
は
喫
緊
か
つ
最
大
の
課
題

で
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
少
子
化
問
題
は
置
き
去
り

に
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
育
て
不
安
か
ら
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
不
安
定
な
雇
用
や
収
入
減
に
加
え
、
登
校
自
粛

な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
精
神
発
達
へ
の
強
い
懸
念
、
在
宅
勤
務
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
と

子
育
て
の
両
立
の
難
し
さ
、
さ
ら
に
は
孤
独
な
子
育
て
に
伴
う
親
の
ス
ト
レ
ス
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
で
あ
る
一
部
の
人
々
に
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
し
た
様
々
な
子
育
て
不
安
の
除
去
は
、
今
後
の
少
子
化
対
策

の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
従
来
の
少
子
化
対
策
で
あ
る
働
き
方
改
革
、
雇
用

の
確
保
、
子
育
て
環
境
の
整
備
に
加
え
て
、
新
し
い
支
援
の
形
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
多
様
性
を
認
め
る
社
会
に
変
貌
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
の
婚
外
子
は
2
％
に
過
ぎ
ず
、
婚
姻
関
係
に
な
け
れ
ば
子
ど
も
が
産
め

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
望
ん
で
結
婚
せ
ず
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
た
い
と
い
う

希
望
は
、
婚
姻
に
か
か
わ
ら
ず
叶
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
社
会
が
多
様
な
選
択
肢

を
示
す
こ
と
で
豊
か
な
未
来
が
約
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
様
性
を
認
め
る
社
会
で
な
い
こ
と
が
、
わ
が
国
の
出
生
率
の
低
さ
に
表
れ
て

い
ま
す
。
少
子
化
は
社
会
を
映
す
鏡
で
あ
り
、
社
会
の
歪
み
の
結
果
が
、
少
子
化

と
い
う
現
象
に
な
っ
て
表
れ
て
い
る
こ
と
を
直
視
す
べ
き
で
す
。
少
子
化
問
題
を

国
民
一
人
ひ
と
り
が
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
社
会
の
文
化
や
風
土
を
見
直
さ

な
い
限
り
解
決
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
わ
が
国
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
未
来
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
は
女
性
と
子
ど
も
達
で
あ
り
、
少
子
化
を
打
破

す
る
に
は
多
様
性
を
認
め
る
文
化
の
醸
成
が
肝
要
で
す
。
心
健
や
か
に
産
み
、

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
よ
う
な
社
会
、
若
い
世
代
が
子
ど
も
を
つ
く
り
た
い

と
思
う
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
少
子
化
脱
却
へ
の
近
道
で
す
。

ウィズ・コロナからアフター・コロナへ

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

岐
阜
県
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い
ま
だ
猛
威

を
振
る
っ
て
お
り
、
こ
の
未
曾
有
の
「
国
家
的
危
機
事
案
」
と
の
闘
い
は
３
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

東
京
岐
阜
県
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
２
年
連
続
で
総
会
・
懇
親
会
を
中
止
さ
れ
る

な
ど
、
様
々
な
困
難
に
直
面
さ
れ
た
と
存
じ
ま
す
。
本
年
は
、
創
設
１
２
０
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
相
互
に
親
睦
を
深
め
、
ふ
る
さ
と

岐
阜
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
岐
阜
県
で
は
、
令
和
４
年
度
は
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
へ
」
を

テ
ー
マ
に
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
対
策
と
し
て
は
、
病
床
、
宿
泊
療
養
施
設
な
ど
医
療
提
供
体
制
の

確
保
、
大
規
模
接
種
会
場
の
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備
な
ど
に
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
「
孤
独
・
孤
立
対
策
」
や
中
小
企
業
等
へ
の
経
営
支
援
及
び
雇
用
確
保

対
策
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」
対
策
と
し
て
は
、「
岐
阜
県
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
の
展
開
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
脱
炭
素
社
会
の

実
現
」、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
や
宇
宙
産
業
の
育
成
な
ど
「
新

次
元
の
地
方
分
散
及
び
産
業
創
出
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、コ
ロ
ナ
対
策
と
と
も
に
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
」も
着
実
に
前
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

先
般
、
北
京
で
開
催
さ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
選
手
で
あ
る

堀ほ
り
し
ま島
行い
く
ま真
選
手
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
モ
ー
グ
ル
）、
村む
ら
せ瀬
心こ
こ
も椛
選
手
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ビ
ッ
ク

エ
ア
）、
永な
が
い井
秀ひ
で
あ
き昭
選
手
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
）
が
出
場
さ
れ
、
そ
の
全
員
が
、
見
事

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
本
県
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
も
力
と
し
つ
つ
、「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
・
ぎ
ふ
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
及
び
国
際
交
流
の
取
組
み
と
し
て
、
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る

家
康
」
に
ち
な
ん
だ
近
隣
県
と
の
連
携
強
化
、「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
」
を
核
と
し
た

戦
国
・
武
将
観
光
の
推
進
、「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
へ
の
新
た
な
展
示
機
体

の
導
入
、
日
リ
ト
ア
ニ
ア
友
好
１
０
０
周
年
記
念
交
流
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 
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淳也飛騨市長から、魅力ある地方都市の活性化につ
いて、ご講義頂きました。第二部として、在仏岐阜県
人会の国枝玄さん（池田町出身）が、「臨時外交官」
としての色々なご経験を紹介しつつ、外から岐阜を見
つめることの意義について言及されました。
設立以降、３回実施しましたが、第１回、第２回
ともに、80名程度の方にご参加いただいております。
第３回については、90名を超える方々にご参加いただ
きました。参加者からは、「毎回定例会を楽しみにし
ている。岐阜県の知見を深め、海外で活躍する岐阜
県人を紹介頂き、同県人として心強く思い、世界を身
近に感じるようになった。」との感想を頂いておりま
す。貴会の皆様方も、せびお気軽にご参加いただけ
ればと思います。
また、今年の元日には、地元ケーブルテレビCCN
とのコラボで、３時間特別番組が生放送され、12時
間の時差があるブラジルの年越しをリアルタイムでご
覧いただくなど、世界で頑張る岐阜県人と同じ時間を
共有することができ、大好評をいただきました。
今後の取り組みとして、岐阜の魅力発信や経済ミッ
ションのアシスト、留学や駐在のフォロー、海外岐阜
県人会子弟の母県訪問と県内小中高生等との交流の
手段であるサマーキャンプやホームステイなどに取り
組んでいきたいと考えています。
こうして皆様のご協力を得ながら、県民の方に少しで
も多くGKIのことを知っていただきたいという思いです。
そうした中、GKIは大きな目標に向かって、粛 と々

準備を進めている大イベントがあります。本年10月
29、30日に、OKBふれあい会館及びサラマンカホー
ルにおいて、国内外の岐阜県人が集い、語らい、絆
を深め、岐阜県人としてのアイデンティティと誇りを再
認識し、岐阜の素晴らしさをアピールしようと、「第一
回岐阜県人世界大会」を開催します。
世界大会の開催にあたり、昨年11月に南加岐阜県
人会の水谷ハッピー世界大会実行委員長と共に訪岐
し、10日間で、50名以上の方々にお会いし、ご協力
のお願いをしました。
昨年末の県議会定例会においては、広瀬修岐阜県
議会議員からのGKIに関する一般質問に対して、「県
の頼れるパートナーになっていただく事を大いに期
待する。」と、古田肇岐阜県知事からの答弁を頂き、
大変感動しました。そのご期待にGKI一団となってお
答えしなければと襟を正しました。
本年10月の世界大会では、国内外各地にいる岐阜県
人が一堂に会する貴重な機会ですので、ぜひとも、みな
さまにご参加いただき、一緒に岐阜愛を語り合いましょ
う。皆様にお会いできることを楽しみにしています。
最後に貴会の益々のご発展と、皆様のご健勝、ご
多幸をお祈りいたします。

（岐阜県人会インターナショナル会長：長屋充良）

岐阜県人会インターナショナル
「岐阜愛を繋ぐ！ 世界から岐阜へ！ 岐阜から世界へ！」
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初めまして。岐阜県人会インター
ナショナル（GKI）会長を務めます、
ブラジル岐阜県人会会長の長屋充良
（関市板取出身）と申します。
本年は、東京岐阜県人会創立

120周年の年と伺っています。そのような節目の年に
「ギフネット」への記事掲載の機会を賜り、大変名誉
な事と、会を代表しまして心より感謝申し上げます。
昨年5月に、世界24岐阜県人会（当時）が加盟す
るGKIが、オンラインにて設立されました。設立以
降、新たに、関西岐阜県人連合会（大阪、京都、神
戸岐阜県人会）及びオーストラリア岐阜県人会が加盟
し、現在では、26の岐阜県人会が加盟しています。
私は、10年近くブラジル岐阜県人会にお世話に
なっていますが、当初より縦（県-岐阜県人会）と横
（岐阜県人会間）の関係強化のため、各海外県人会
に対し、ネットワーク構築の必要性を訴えていました
が、実現はしませんでした。しかし、そのチャンス
が、なんとコロナ禍によって到来し、オンラインによ
る情報交換が日常化したため、実現への足掛かりと
なりました。昨年3月に世界の岐阜県人会の方々が一
堂に会するオンライン会議を開催し、意見交換を行
い、その後、世界岐阜県人会設立準備委員会を立ち
上げ、昨年５月の設立総会へと結実しました。
10年来の思いが、僅か3ヶ月で叶い、まさに奇跡が起
きました。国内外で頑張っている岐阜県人にとって、生
まれ育ち、我々を育んでくれた故郷、岐阜に恩返しをし

たいという思いが、我々を繋げてくれたことでしょう。
「岐阜愛を、世界から岐阜へ、岐阜から世界へ繋ぎ、
岐阜の素晴らしさを国内外問わず、アピールしていく！」
という合（愛）言葉で、設立されたGKIですが、実際
に色々なイベントを実施しています。年三回程度、有
識者による岐阜学講座、GKIメンバーによる講演、小
グループに分かれての意見交換を行なう「GKIオンライ
ン定例会」や、県内教育機関と連携し、GKIメンバー
による小中高生等に対してのオンライン授業を実施する
「ギフセカプロジェクト」等を実施しています。
毎回多くの方にご参加いただき、好評をいただいて
います、オンライン定例会の様子をご紹介します。
第１回（2021年7月）は、柴橋正直岐阜市長から、
シビックプライドによる「街づくり」について、生まれ
変わる岐阜市の整備構想を、エネルギッシュにご講
義頂きました。第二部として、カンボジア岐阜県人会
会長の西えりこさん（高山出身）が、カンボジアの貧
困層の無料医療制度を確立されたお話で、非常に感
動しました。
第２回（2021年10月）は、岐阜女子大学の丸山
幸太郎教授から、「古田織部」についてご講義頂き、
「共生」という彼の生き様に感銘しました。第二部と
して、ワシントンD.C.岐阜県人会の宮島智美さん（土
岐市出身）が、元高校教師から世界銀行に入行し、
世界を股に掛けて奮闘されたお話で、世界に目を向
ける良いきっかけになったと思います。
直近に行われた、第３回（2022年2月）は、都竹

岐阜県人会インターナショナル
「岐阜愛を繋ぐ！ 世界から岐阜へ！ 岐阜から世界へ！」
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吉村 泰典

閑
話

休
題

　

子
宮
移
植
は
、
養
子
縁
組
や
代
理
懐
胎
に
続
く
第
三

の
選
択
肢
と
し
て
、
海
外
で
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
試

み
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
米
国
な

ど
で
計
40
例
の
出
産
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
患
者
の
救
命
と
は
異
な
る
出
産
と
い
う
目
的
の
た

め
に
、
提
供
者
が
多
大
な
る
リ
ス
ク
を
背
負
う
移
植
医

療
が
許
容
さ
れ
る
の
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
海
外
で
２
０
２
１
年
3
月
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
85

例
中
63
例
が
、
健
康
な
人
か
ら
子
宮
を
提
供
し
て
も
ら

う
生
体
移
植
で
す
。
他
22
例
は
脳
死
の
人
か
ら
の
提
供

で
す
。
現
在
、
わ
が
国
で
も
生
体
移
植
は
肝
臓
や
腎
臓

で
多
数
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
生
命

維
持
に
欠
か
せ
な
い
臓
器
で
あ
り
、
子
宮
と
は
根
本
的

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

移
植
医
療
は
脳
死
と
判
定
さ
れ
た
人
が
ド
ナ
ー
に
な
る

の
が
基
本
で
す
。
臓
器
移
植
に
関
す
る
国
の
指
針
に
は
、

生
体
移
植
は
や
む
を
得
な
い
場
合
に
例
外
と
し
て
実
施
さ

れ
る
と
あ
り
ま
す
。
子
宮
は
脳
死
移
植
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
日
本
医
学
会
は
そ
の
法
令
の
改
正
を
求
め

つ
つ
、
実
現
に
は
課
題
が
あ
り
時
間
も
か
か
る
と
し
て
、

生
体
移
植
の
容
認
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

生
体
移
植
は
、
肝
臓
や
腎
臓
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
提
供
者
が
死
亡
す
る
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

子
宮
の
摘
出
手
術
に
は
5
～
10
時
間
か
か
り
、
大
量
出

血
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
肝
臓
や
腎
臓
よ
り
も
手
術
の

リ
ス
ク
は
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日

本
医
学
会
は
ル
ー
ル
に
基
づ
く
臨
床
研
究
の
形
で
少
数

子
宮
移
植
を
考
え
る

例
に
限
っ
て
容
認
し
て
い
ま
す
。
移
植
を
受
け
る
人
の

条
件
は
、
生
ま
れ
つ
き
子
宮
が
な
い
女
性
や
が
ん
患
者

で
、
移
植
後
出
産
で
き
る
可
能
性
が
高
い
40
歳
以
下
な

ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
を
受
け
る
側
の
負
担
も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

移
植
後
は
免
疫
抑
制
剤
の
服
用
が
必
要
な
う
え
、
子
宮

が
正
常
に
機
能
し
た
と
し
て
も
妊
娠
・
出
産
に
至
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
分
娩
の
際
に
は
帝
王
切
開
と
な

り
、
出
産
後
に
は
子
宮
を
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
母
親
の
免
疫
抑
制
剤
の
使
用
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
長
期
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
海
外
で
の
先
行
事
例
を
見
る
と
、
母
親
や

姉
が
ド
ナ
ー
と
な
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
宮

移
植
と
い
う
選
択
肢
が
で
き
る
こ
と
で
提
供
者
に
な
り

う
る
親
族
に
心
理
的
な
重
圧
が
か
か
る
懸
念
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
女
性
に
必
須
の
役
割
と
す

る
家
族
内
や
社
会
の
圧
力
が
増
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

首
尾
よ
く
技
術
と
し
て
確
立
し
て
も
、
そ
れ
が
社
会

で
ど
の
程
度
支
持
さ
れ
広
が
り
を
持
ち
う
る
か
も
気
が

か
り
で
す
。
移
植
を
受
け
た
く
て
も
ド
ナ
ー
が
見
つ
け

ら
れ
な
い
人
も
当
然
予
想
さ
れ
ま
す
。
移
植
の
た
め
の

費
用
は
約
2
千
万
円
と
さ
れ
、
だ
れ
も
が
受
け
ら
れ
る

医
療
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

生
体
移
植
を
す
る
以
上
は
相
当
厳
格
に
条
件
を
決
め
た

う
え
で
進
め
る
べ
き
で
す
。
市
民
に
も
開
か
れ
た
議
論

の
場
を
設
け
、
調
査
な
ど
を
通
じ
て
社
会
の
意
識
を
探

り
な
が
ら
合
意
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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平
成
3
年
の
明
る
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
年
延
期

さ
れ
た 

「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
無
観
客
な
が
ら
も
無
事
開
催
さ

れ
、
テ
レ
ビ
観
戦
を
楽
し
ま
れ
た
方
も
多
か
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
次
々
と
変
異
種
が
現
れ
、
な
か
な

か
収
束
に
向
か
わ
ず
、
首
都
圏
や
岐
阜
県
を
は
じ

め
多
く
の
地
域
に
４
月
、
7
月
に
は
緊
急
事
態
宣

言
、
年
が
明
け
１
月
に
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
発
出
さ
れ
、
人
流
の
抑
制
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
行
事
は
こ
と
ご
と
く
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
睦
と
福
祉
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
東
京
岐
阜
県
人
会
の
活
動
も
、
人
の
移
動

が
伴
い
多
く
の
人
が
集
う
行
事
が
中
心
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
度
に
続
き
令
和
3
年
度
も
対
面
で

の
総
会
懇
親
会
の
開
催
は
中
止
と
す
る
こ
と
を
役

員
会
で
決
議
し
、
総
会
議
案
に
つ
い
て
は
書
面
に

よ
り
ご
意
見
を
伺
う
方
法
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

た
だ
、
夏
の
講
演
会
は
緊
急
事
態
宣
言
明
け
の

10
月
2
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
中

止
と
な
り
２
年
越
し
で
講
師
を
お
願
い
し
た
元
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
近
藤
サ
ト
様 

（
土
岐
市

出
身
）
に 

「
私
ら
し
い
生
き
方
、
グ
レ
イ
ヘ
ア
と

い
う
生
き
方
」
と
題
し
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

各
種
委
員
会
の
活
動
は
中
止
が
続
い
て
い
る
状

況
で
す
が
、
会
報
に
つ
い
て
は
、
記
事
収
集
や
編

集
作
業
の
困
難
は
伴
い
ま
し
た
が
、
前
述
の
講
演

会
記
事
を
掲
載
し
11
月
初
め
に
秋
冬
号
を
お
届
け

し
、
今
回
春

夏
号
と
何
と

か
年
間
2
号

の
発
刊
は
維

持
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

令
和
3
年

度
も
会
員
向

け
に
は
県
人

会
活
動
が
ま

ま
な
ら
な
い

中
、
代
替
的
な
活
動
と
し
て
、
頂
い
た
会
費
を
含

め
県
人
会
の
財
政
の
中
か
ら
、
岐
阜
県
に
対
し
て

寄
付
を
行
う
こ
と
を
役
員
会
で
決
議
し
、
社
会
的

に
有
意
義
な
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
は
県
人
会
創
設
１
２
０
周
年
の
節

目
の
年
で
す
。
11
月
14
日 

（
月
）
18
時
よ
り
明
治

記
念
館
に
お
い
て
１
２
０
周
年
記
念
の
盛
大
な
総

会
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
皆

様
の
元
気
な
お
姿
を

拝
見
し
一
緒
に
語
ら

え
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
県
人
会
の
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
幹
事
長
：
八
木
茂
樹
）

各務原市の新境川の堤防沿いの桜は「百
ひゃくじゅうろうざくら

十郎桜」と言
われて市民に親しまれています。この桜は、各務原出身の
歌舞伎役者・市

いちかわひゃくじゅうろう

川百十郎さんが、昭和６年、７年に境川放
水路の完成を祝うために桜を植樹されましたが、戦時中の
物資の不足から殆ど伐採されてしまいました。
しかし、昭和38年の各務原市制発足を記念して昔の桜

並木を復活させる運びとなり、さらに昭和58年には「百十
郎桜」と名付けられて、市民に愛されるようになりました。
現在では、「日本のさくら名所100選」にも選ばれています。
また、各務原には「村

むらくにざ

国座」という芝居小屋もあり、古
くからの歴史もあります。
そこでこの度、各務原警察署では、警察としての力強さ

を表現し、かつ、市民に親しまれるシ
ンボルマスコットとして、緊急通報番
号の「110番」と桜並木の「百十郎桜」
にかけて、「1

ひゃくとうばんのひゃくじゅうろう

10番の110郎」という名
前の歌舞伎役者のマスコットを考えました。
そして、職員の有志が着ぐるみを作り、令和４年１月10日

（月）に各務原市内の大型商業施設で催した「110番の日」
啓発イベントでデビューをしました。
今後も市民に愛されるキャラクターとして各種イベントに

参加する予定です。
ぜひ東京にお住いの岐阜県人の皆様にも広く知っていた

だき、温かく見守っていただけると幸いです。

各務原警察署のシンボルマスコット

東京岐阜県人会 令和３年度の活動を振り返って
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河
瀬
さ
ん
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
の
ご
出

身
で
、
代
々
続
く
パ
ン
屋
さ
ん
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
お
店
で
は
店

番
や
看
板
を
担
う
猫
が
飼
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
河
瀬
さ
ん
の
ご
実

家
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
小
麦
粉
を
扱
う

家
業
の
た
め
ネ
ズ
ミ
除
け
に
猫
を
飼
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
そ
ば

に
猫
が
い
る
環
境
で
し
た
。

　

猫
好
き
が
過
ぎ
て
、
猫
を
見
る
た
び
に

拾
っ
て
き
て
し
ま
う
よ
う
な
子
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
河
瀬
さ
ん
が
ど
れ
く
ら
い
猫
好

き
か
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
卒
業
文
集
の
作
文
に
、
将

来
は
猫
版
の
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
に
な
り
た

い
、
と
書
い
た
そ
う
で
す
。
大
人
に
な
っ

て
そ
の
夢
が
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
校
ま
で
は
地
元
に
お
り
、
大
学
か
ら

東
京
に
上
京
。
大
学
卒
業
後
も
東
京
に
暮

ら
し
、
29
歳
頃
に
大
垣
の
実
家
に
帰
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
一
時
、
名
古
屋
で
働
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
実
家
の

パ
ン
屋
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
店
舗
事
業
だ
け
だ
っ
た
の
を
、
当
時
流

行
し
始
め
た
ネ
ッ
ト
通
販
へ
展
開
し
事
業

を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
２
０
０
９
年

か
ら
の
岐
阜
県
と
楽
天
の
連
携
協
力
協
定

に
よ
る
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
売
買
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
こ
と
）
の
普
及
拡
大
事
業

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た

も
の
で
す
。
こ
こ
で
起
業
家
同
士
の
勉
強

会
に
参
加
し
た
際
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
周
囲
か
ら
資
金
を
調
達

し
て
新
し
い
事
業
を
起
こ
す
時
に
は
、
出

資
者
か
ら
の
共
感
を
得
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

当
時
は
ベ
ー
グ
ル
を
焼
い
て
販
売
し
て

お
り
、
商
品
モ
チ
ー
フ
に
猫
を
使
用
し
た

い
た
た
め
「
猫
の
パ
ン
屋
さ
ん
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
被
災
地
の
炊
き
出
し
に

出
さ
れ
る
ス
ー
プ
な
ど
の
料
理
に
合
う
パ

ン
の
需
要
に
応
え
る
形
で
、
ベ
ー
グ
ル
だ

け
で
な
く
パ
ン
の
種
類
を
増
や
し
て
対
応

し
ま
し
た
。
当
時
、
福
島
で
は
人
々
の
避

難
に
よ
り
置
き
去
り
に
さ
れ
た
犬
や
猫
が

い
ま
し
た
。
河
瀬
さ
ん
は
現
地
に
は
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
別
の
形
で
動
物

を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
商

品
の
販
売
価
格
に
わ
ず
か
に
寄
付
金
分
を

上
乗
せ
し
、
動
物
を
救
う
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
そ
れ
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
同
様
に
動
物
を
救
い
た
い
と

い
う
人
た
ち
の
共
感
に
よ
り
大
き
な
売
り

上
げ
を
得
て
、
動
物
を
救
う
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
大
事
な
何
か
を
す
る
た
め
に
お
金

を
使
う
こ
と
に
は
共
感
を
得
ら
れ
や
す
い
」

と
い
う
経
験
と
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
猫
好

き
、
そ
し
て
様
々
な
理
由
で
ヒ
ト
が
手
放
し

て
し
ま
っ
た
猫
を
救
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
、
保
護
猫
活
動
を
事
業
化
す
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
岐
阜
県
が
開
始
し
た
女
性
・
若
者
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
企
業
支
援
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
２
月
２
日
（
ニ
ャ
ン
ニ
ャ

ン
の
日
）
が
、
保
護
猫
活
動
の
第
一
歩
の

日
で
す
。「
ネ
コ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
と
い

う
猫
第
一
の
共
和
国
の
「
建
国
記
念
日
」

で
、
岐
阜
市
に
一
店
舗
目
を
構
え
ま
し
た
。

河
瀬
さ
ん
は
、
そ
の
共
和
国
の
“
首
相
”

を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

は
じ
め
は
岐
阜
県
の
助
成
を
受
け
て
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
拡
大

し
、
現
在
猫
カ
フ
ェ
は
岐
阜
県
、
東
京
都
、

大
阪
府
、
広
島
県
に
合
計
８
店
舗
あ
り
ま

す
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
を
含
む
）。
ま

た
食
堂
、（
人
の
）
宿
泊
施
設
、
物
販
店

な
ど
に
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
物
販
店
で

は
革
製
の
カ
バ
ン
や
財
布
、
布
製
の
カ
バ

ン
や
帽
子
、
ハ
ン
カ
チ
、
靴
下
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
製
品
は
ほ

ぼ
す
べ
て
、
岐
阜
県
の
業
者
に
製
造
し
て

も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
、
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｇ
ｉ
ｆ
ｕ
で
す
。
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
は
河

瀬
さ
ん
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
が
決
め
、
岐

阜
県
内
の
職
人
さ
ん
に
発
注
、
と
い
う
流

れ
と
の
こ
と
。

保護猫カフェを通じて猫と人との  新しいライフスタイルを提案
自走型保護猫カフェ「ネコリパブ  リック」“首相”の河

かわ

瀬
せ

麻
あさ

花
か

さん
2022年2月22日までに日本の猫の殺処分数をゼロにすることを目指し、猫カフェで保護猫の里親探しを　行ないながら、猫と人との新しいライフスタイルを提案している河瀬さん。
その最初の目標は残念ながらまだかなえられていないのですが、これまでの保護猫活動を通じて培っ　てきたノウハウを活かし、これからも猫助けを進めながら、
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「
ネ
コ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
で
は
な
く
株
式
会
社
と
し
て
事
業
運
営

さ
れ
て
お
り
、
保
護
猫
活
動
も
こ
れ
ら
の

店
舗
の
売
り
上
げ
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
こ
の
活
動
を
「
自
走
型
」
で

運
営
し
よ
う
と
考
え
た
の
か
？　

一
つ
に

は
、
寄
付
金
だ
け
に
頼
る
と
収
入
に
波
が

あ
る
の
で
、
事
業
の
継
続
が
難
し
く
、
ま

し
て
事
業
拡
大
は
し
づ
ら
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
定
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
事
業
形
態
が
選
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
河
瀬
さ
ん
は
代
々
続
く
パ
ン

屋
さ
ん
で
生
ま
れ
育
っ
た
根
っ
か
ら
の

“
商あ
き
ん
ど人
”。
お
金
を
も
ら
う
に
は
そ
れ
に
見

合
っ
た
対
価
と
引
き
換
え
に
す
る
も
の
だ

と
い
う
精
神
の
持
ち
主
で
、
商
品
で
も
体

験
で
も
、「
思
い
」
の
よ
う
な
も
の
で
も

良
い
の
で
、
お
客
さ
ん
に
対
す
る
見
返
り

が
必
要
だ
ろ
う
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し

た
。
企
業
体
と
し
て
、
組
織
と
し
て
運
営

す
る
こ
と
は
事
業
目
標
を
立
て
て
経
営
し

て
い
く
こ
と
な
の
で
、
考
え
方
や
活
動
の

方
向
性
が
ぶ
れ
な
い
の
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
企
業
と
し
て
運
営

し
て
い
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
河
瀬
さ

ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、「
ネ
コ
リ
パ

ブ
リ
ッ
ク
」
と
岐
阜
県
飛
騨
市
が
新
し
い

活
動
に
着
手
し
ま
す
。
飛
騨
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
を
利
用
さ
れ
た
方
は
お
気
づ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ふ
る
さ
と
納
税
活

用
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」
に

採
択
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
保

護
猫
活
動
へ
の
寄
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
飛
騨
市
の
名
産
品
を
活
か
し

た
猫
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
て
返
礼
品
と
す
る

な
ど
、
猫
好
き
の
人
た
ち
が
ふ
る
さ
と
納

税
で
猫
助
け
で
き
る
仕
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

猫
を
助
け
た
い
思
い
で
始
め
た
事
業
で

し
た
が
、
で
は
、
保
護
す
る
べ
き
猫
が
い

な
く
な
ら
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
。
飼
い
主
の
高
齢
化
や
貧
困
に
よ
り
猫

を
手
放
す
と
い
う
理
由
も
そ
の
一
つ
で

す
。
つ
ま
り
、
猫
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
の
裏
に
、
人
々
が
抱
え
る
社
会

問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
、
河
瀬
さ
ん

は
気
づ
き
ま
し
た
。
飛
騨
市
は
高
齢
者
が

多
く
、
過
疎
も
進
ん
で
い
ま
す
。
保
護
猫

活
動
と
地
域
連
携
を
組
み
合
わ
せ
て
、
街

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、

高
齢
者
の
見
守
り
に
活
用
し
た
り
、
飛
騨

市
の
町
お
こ
し
に
つ
な
げ
た
り
、
と
い
う

試
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
う
ま
く
軌

道
に
乗
れ
ば
、
他
の
多
く
の
自
治
体
が
抱

え
て
い
る
社
会
問
題
に
も
う
ま
く
適
用
さ

せ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
猫
を
助
け
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
新
し
く
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
河
瀬
さ

ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
年
間
の
保
護
猫
活
動
で
た
く
さ
ん
誕

生
し
た
里
親
さ
ん
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
形
成
さ
れ
て
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
と
伺
い
ま
し
た
。
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド

も
さ
ら
に
展
開
し
、
猫
の
こ
と
を
そ
れ
ほ

ど
好
き
と
も
思
っ
て
な
い
人
も
、
商
品
の

良
さ
で
購
入
し
て
く
れ
た
ら
知
ら
な
い
う

ち
に
猫
助
け
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
仕

組
み
も
推
し
進
め
て
い
き
た
い
そ
う
で

す
。
そ
し
て
飛
騨
市
で
の
猫
と
人
の
新
し

い
暮
ら
し
方
を
作
り
上
げ
る
壮
大
な
試
み
。

２
０
２
２
年
２
月
22
日
、
最
初
に
掲
げ
た

目
標
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
ネ
コ

リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
８
年
間
の
活
動
で
得
て

き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
新

し
い
目
標
を
掲
げ
て
リ
ス
タ
ー
ト
す
る
日

に
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
河

瀬
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
か
ら
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。　
　
　

    （
文
責
・
今
井 

穣
）
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飛
騨
を
舞
台
に
し
た
映
画
「

飛
騨
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
木木きき

樵樵こ
り
こ
り

」
が
秋
に
一
般
公
開

」
が
秋
に
一
般
公
開

面
積
の
9
割
が
山
林
に
覆
わ
れ
る
岐
阜
県
飛
騨
地
方
。

そ
こ
で
お
よ
そ
50
年
間
、
木
樵
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
て
い
る
高
山
市
滝
町
の
面
家
一
男
さ
ん
・
瀧
根
清
司
さ
ん
兄
弟
と

そ
の
家
族
・
弟
子
た
ち
の
日
常
を
1
年
に
わ
た
り
追
い
掛
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
木
樵
」
。

兄
弟
が
木
樵
と
し
て
働
く
姿
を
通
し
て
、
林
業
が
今
や
待
っ
た
な
し
の
森
林
の
保
全
を
担
っ
て
い
る
様
子
や
、

森
林
と
共
に
生
活
す
る
「
山
の
暮
ら
し
」
の
継
承
を
描
い
て
い
る
。

下
呂
市
小
坂
町
出
身
の
監
督
に
よ
る
渾
身
の
作
だ
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
木
樵
」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
木
樵
」

制
作
の
背
景

制
作
の
背
景

私
の
親
父
は
木
樵
で
し
た
。
親
父
の
背

中
を
見
て
育
っ
た
私
は
、
す
ん
な
り
い
け

ば
そ
の
ま
ま
木
樵
に
な
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
映
画
が
好
き
だ
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
高
校
卒
業
後
に
あ
る
映

画
会
社
の
募
集
広
告
を
見
て
上
京
し
ま
し

た
。
現
場
で
経
験
を
重
ね
、
テ
レ
ビ
番
組

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
を
務
め
ま
し
た

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

を
最
後
に
高
山
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
と
し
て
映
画
を
作

り
始
め
た
頃
か
ら
、「
山
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
作
る
ぞ
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

撮
影
を
始
め
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
技
術
は
50
〜

60
年
前
と
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に

一
番
驚
き
ま
し
た
。
唯
一
の
変
化
と
い
え

ば
、
使
用
す
る
道
具
が

の
こ
ぎ
り
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
に
変
わ
っ
た
く

ら
い
。
近
年
で
は
、
林

業
も
機
械
化
が
進
み
、

林
道
を
作
り
機
械
を
現

場
に
入
れ
て
木
を
切
り

出
し
ま
す
。
し
か
し
、

木
樵
の
お
じ
さ
ん
た
ち

は
山
が
荒
れ
て
し
ま
う

の
を
防
ぐ
た
め
、
こ
の
道
を
作
り
ま
せ

ん
。
山
か
ら
材
を
出
す
と
き
は
、
架
線
を

引
い
て
数
百
メ
ー
ト
ル
上
か
ら
木
を
吊
っ

て
下
ま
で
運
び
ま
す
。「
木
を
切
る
の
は

誰
で
も
で
き
る
。
問
題
は
切
っ
た
木
を
、

ど
う
や
っ
て
土
場
ま
で
出
す
か
と
い
う
技

術
で
、
そ
れ
を
俺
た
ち
は
持
っ
て
い
る
」

と
木
樵
さ
ん
た
ち
は
こ
の
仕
事
に
誇
り
を

持
っ
て
い
る
。

映
画
に
出
て
く
る
の
は
５
人
の
木
樵

で
、
木
樵
の
兄
弟
と
40
代
の
弟
子
と
20
代

の
新
人
で
す
。
あ
と
を
弟
子
に
託
す
と
い

う
こ
と
が
彼
ら
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
撮
影
中
も
木
樵
さ
ん
た
ち
に
林
業
不

況
や
人
手
不
足
に
対
す
る
悲
壮
感
は
全
然

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
一
つ
の
救

い
で
す
。
仕
事
は
見
て
覚
え
る
と
い
う
世

界
な
の
で
、
木
の
切
り
方
を
い
ち
い
ち
教

え
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
令
和
の
こ
の
時
代

に
こ
ん
な
山
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る

ん
だ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
山
を
放
置
し
た

ま
ま
に
し
て
い
る
と
木
は
倒
れ
る
し
、
手

10飛騨を舞台にした映画「木樵」



入
れ
を
し
な
い
と
山
は
荒
れ
る
。
木
樵
っ

て
い
う
の
は
、
自
然
破
壊
で
は
な
く
て
、

山
を
守
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
。

し
か
も
彼
ら
は
そ
れ
を
意
識
せ
ず
に
や
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。

こ
の
映
画
を
見
て
、
頭
の
隅
っ
こ
に
森

林
の
こ
と
を
置
い
て
い
た
だ
き
、
山
に
つ

い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
広
が

れ
ば
、
林
業
自
体
が
な
ん
と
か
な
っ
て
い

く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
宮
﨑
政
記
：
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
）

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
近
藤
正
臣
さ
ん

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
近
藤
正
臣
さ
ん

に
決
定

に
決
定

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
務
め
る
の
は
、
老
若

男
女
に
人
気
を

誇
る
俳
優
の
近

藤
正
臣
さ
ん
。

近
藤
さ
ん
は
、

岐
阜
県
の
郡
上

八
幡
で
橋
の
上

か
ら
見
た
川
の

美
し
さ
に
感
動

し
こ
の
地
に
移

住
し
ま
し
た
。

配
給・製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら

配
給・製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら

の
コ
メ
ン
ト

の
コ
メ
ン
ト

「
山
の
重
要
性
を
伝
え
、山
を
護
り
た
い
」。

日
本
の
森
林
保
全
推
進
に
つ
な
げ
、
劇

場
公
開
し
た
い
と
い
う
監
督
の
一
途
な
想

い
を
聞
き
、
こ
の
映
画
を
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
劇
場
公
開
を
実
現

す
る
た
め
の
資
金
支
援
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
特
殊
陶
業
さ
ん

が
募
集
さ
れ
て
い
た
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト

対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
目
標
金
額
の
50
％

を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
）
に
も
選
ば

れ
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
劇
場
公
開
は
、
名
古
屋

の
名
演
小
劇
場
と
岐
阜
シ
ネ
ッ
ク
ス
が
10

月
１
日（
土
）～ 

先
行
公
開
。東
京
及
び
全

国
の
劇
場
は
10
月
17
日
（
月
）～ 

順
次
公

開
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
益
田
祐
美
子
：
配
給
・
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

賛
同
し
、支
援
す
る
人
々
の
こ
と
ば

賛
同
し
、支
援
す
る
人
々
の
こ
と
ば

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
見
て
、
登

場
す
る
人
た
ち
の
仕
事
や
生
活
ぶ
り
か
ら

感
じ
ら
れ
る
“
人
間
的
な
豊
か
さ
”
に
心

を
打
た
れ
た
方
々
か
ら
の
応
援
コ
メ
ン
ト

も
届
い
て
い
ま
す
。

制
作
支
援
を
し
て
い
る
山
田
貴
敏
さ
ん

（
笠
原
木
材
株
式
会
社 

社
長
）
は
「
自

然
に
逆
ら
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
を
受
け
入
れ

て
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
や
る
。

山
の
人
に
は
、
人
が
生
き
て
い
く
基
本
が

身
に
つ
い
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

ま
し
た
。
こ
の
映
画
に
出
て
く
る
『
木

樵
』
は
、
そ
う
い
う
山
の
人
で
す
」。

朝
倉
美
江
さ
ん
（
金
城
学
院
大
学 

教
授
）

は
「
気
候
危
機
、
格
差
の
拡
大
に
当
面
す
る

今
、
縄
文
時
代
か
ら
続
く
木
樵
の
生
き
方

は
、
森
や
動
物
と
人
々
が
共
に
生
き
、
地

域
の
文
化
を
創
り
、
そ
こ
に
悠
久
の
時
が

あ
る
こ
と
を
豊
か
に
伝
え
て
く
れ
る
」。

音
楽
に
つ
い
て

音
楽
に
つ
い
て

音
楽
は
そ
れ
ぞ
れ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲

「
久
遠
」
を
日
景
健
貴
さ
ん
、
劇
中
挿
入

歌
を
伊
藤
智
美
さ
ん
、
横
笛
を
雲
龍
さ
ん

が
担
当
し
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
岐
阜
県
下
呂
市
出
身
の

ギ
タ
ー
リ
ス
ト
。
ど
こ
か
懐
か
し
い
景
色
を

想
像
さ
せ
る
よ
う
な
優
し
い
音
を
奏
で
ま

す
。
ぎ
ふ
ハ
チ
ド
リ
基
金
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
ハ
チ
ド
リ
」
な
ど
の
編
曲
、
２
０
１
９
年

4
月
に
は
「
岩
太
郎
の
し
だ
れ
桜
」
の
景
観

重
要
樹
木
（
第
１
号
）
指
定
セ
レ
モ
ニ
ー 

に
て
「
岩
太
郎
の
し
だ
れ
桜
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
作
曲
し
た
「
零
れ
桜
」
を
演
奏
。
ま
た
、

下
呂
交
流
会
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

出
演
し
て
い
ま
す
。

ドキュメンタリー映画「木樵」
10月1日（土）〜名古屋・岐阜で先行公開。
前売りチケットのお申し込み、お問い合わせは平成プロジェクト
まで。
HP：https://heisei.pro
MAIL：info@heisei.pro
FAX：03-3261-3971
公式HP：https://kikori-movie.com
※公開日や公開劇場、舞台挨拶の日程は決まり次第公式	
　サイトに掲載いたします。

ナレーション：近藤正臣　
監督・撮影・編集：宮﨑政記　
製作プロデューサー：益田祐美子
出演：面家一男　澤和宏　瀧根清司　他　
テーマ音楽：「久遠」日景健貴　
横笛：雲龍　
構成協力：大宮浩一　北里宇一郎　
制作協力：山田貴敏　笠原木材（株）　岐阜県　高山市　飛騨市
配給：平成プロジェクト　
宣伝：原麻里奈　ウフル
協賛：日本特殊陶業 新東通信 イオスコーポレーション 他
製作：2021「木樵」製作委員会

宮﨑政記氏 プロフィール
ドキュメンタリー監督・映像ディレクター
1951年生まれ。岐阜県下呂市小坂町出身。
株式会社リクルート 映画製作部を退社後、映画専門学校に
て映画制作について学ぶ。
卒業後はフリーの映像作家としてテレビ番組やドキュメン
タリー映画を製作する。
テレビでは「プライム11」（NHK総合）「列島スペシャル」
（NHK BS）などを手がけ、ドキュメンタリー映画では「2
年あい組」 /羊を飼う小学生の記録で日本動物愛護協会賞を
受賞、「こどもたちの時間」/統合保育の記録や「よいお年
を」/グループホームの記録ではキネ旬のベスト10入りを
果たしている。

左から、近藤正臣さんと宮﨑政記監督

11 飛騨を舞台にした映画「木樵」



立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
２
０
１
９
年
、

如
月
れ
い
な
（
揖
斐
郡
池
田
町
出
身
在

住
）
主
催
の
岐
阜
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
展
「
光
彩
画
廊
（
本
巣
市 

美
術
の
森
）」
に
集
ま
っ
た
作
家
達
が
刺
激

を
受
け
て
、
由
愛
乃
ナ
カ
、
小
島
千
枝
ら

も
地
元
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ
ス
ト
展
示

会
や
展
覧
会
を
主
催
し
た
こ
と
で
す
。

多
く
の
展
示
会
で
は
絵
を
飾
る
だ
け
で

な
く
、
グ
ッ
ズ
販
売
や
、
作
家
在
廊
時
に

は
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
来
館
者
に

見
て
も
ら
っ
た
り
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
な
ど
、
作
家
と
の
交
流
の
機

会
を
増
や
し
、
よ
り
楽
し
く
イ
ラ
ス
ト
に

触
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た

参
加
作
家
自
ら
も
楽
し
め
る
よ
う
キ
ッ
カ

ケ
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

各
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
主
催
者

も
参
加
作
家
も
変
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
な
の
か
わ
か
り
に
く
い
事
が
あ

り
、
各
主
催
者
バ
ラ
バ
ラ
で
宣
伝
活
動
や

展
示
や
参
加
作
家
募
集
・
対
応
を
し
て
い

く
よ
り
、
相
談
し
、
助
け
あ
い
な
が
ら
活

動
で
き
る
メ
ン
バ
ー
で
ま
と
ま
っ
た
方
が

良
い
の
で
は
？
・
・
・
と
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
、
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
地
元
在
住
の
作
家
7
人
で 

 

２
０
２
０
年
9
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
２
０
２
１
年
11
月
に
は
2
人
を
加

え
、
現
在
9
人
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
情
報

交
換
を
行
い
話
し
あ
い
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
会
期
中
に
緊
急
事
態
宣
言
や

蔓
え
ん
防
止
が
出
る
と
県
外
の
お
客
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
に
く
く
、
作
家
の
在
廊
や

お
客
さ
ん
を
ま
き
こ
ん
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
大
々
的
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

元
々
、
仕
事
や
育
児
で
都
市
部
で
の
同
人

の
作
品
即
売
会
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
、
展
覧
会
に
な
か
な
か
行
け
な

い
・
参
加
で
き
な
い
か
ら
、「
身
近
な
地
元

で
、
自
分
た
ち
で
や
っ
ち
ゃ
お
う
！
」
と

い
う
考
え
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
規
模
な
催
し
が
で
き
な
い

状
況
で
、
身
近
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
に
気

付
い
て
注
目
も
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
て

き
た
の
で
、
む
し
ろ
追
い
風
に
感
じ
る
時

も
あ
り
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仕
事
が
で
き
る
環

境
は
整
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
創

作
を
楽
し
む
人
達
が
リ
ア
ル
で
情
報
交
換

や
交
流
が
で
き
、
刺
激
を
与
え
合
え
る
場

を
作
り
た
い
で
す
。
老
若
男
女
、
絵
が
好

き
な
子
供
達
に
も
、「
身
近
に
こ
ん
な
場
が

あ
る
ん
だ
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
ね
！ 

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
全
国
展

開
、
海
外
展
開
も
視
野
に
チ
カ
ラ
を
蓄
え

つ
つ
、
岐
阜
の
新
し
い
文
化
と
し
て
イ
ラ

ス
ト
や
地
元
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

２
０
２
０ 

岐
阜
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
集
う

岐
阜
を
中
心
に
活
躍
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
が
結
集
し
た
「
岐
阜
新
文
化
会
」。
展
覧
会
や
展
示
会
、
作
家
と
の
交
流
な
ど
、

輪
を
広
げ
て
い
る
。
音
頭
を
取
っ
た
如
月
れ
い
な
さ
ん
に
、
会
の
立
ち
上
げ
や
活
動
内
容
、
今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 たくろう

「西垣農園オリジナルキャラもとこ」
小島千枝 「日本最古の石博物館」 梅田裕子 「十九女池の伝説 -関ヶ原-」

如月れいな 「マンホールアート」

如月れいな 「金神社」 如月れいな 「梅林公園」
西嶋かずち

「民尊物阜 オリジナルキャラ キンカ」
（岐阜城金華山モチーフ）

西嶋かずち 「戯れ篝火」
（長良川の鵜飼モチーフ）

122020 岐阜にイラストレーターが集う



立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
２
０
１
９
年
、

如
月
れ
い
な
（
揖
斐
郡
池
田
町
出
身
在

住
）
主
催
の
岐
阜
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
展
「
光
彩
画
廊
（
本
巣
市 

美
術
の
森
）」
に
集
ま
っ
た
作
家
達
が
刺
激

を
受
け
て
、
由
愛
乃
ナ
カ
、
小
島
千
枝
ら

も
地
元
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ラ
ス
ト
展
示

会
や
展
覧
会
を
主
催
し
た
こ
と
で
す
。

多
く
の
展
示
会
で
は
絵
を
飾
る
だ
け
で

な
く
、
グ
ッ
ズ
販
売
や
、
作
家
在
廊
時
に

は
作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
来
館
者
に

見
て
も
ら
っ
た
り
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
な
ど
、
作
家
と
の
交
流
の
機

会
を
増
や
し
、
よ
り
楽
し
く
イ
ラ
ス
ト
に

触
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た

参
加
作
家
自
ら
も
楽
し
め
る
よ
う
キ
ッ
カ

ケ
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

各
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
主
催
者

も
参
加
作
家
も
変
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
な
の
か
わ
か
り
に
く
い
事
が
あ

り
、
各
主
催
者
バ
ラ
バ
ラ
で
宣
伝
活
動
や

展
示
や
参
加
作
家
募
集
・
対
応
を
し
て
い

く
よ
り
、
相
談
し
、
助
け
あ
い
な
が
ら
活

動
で
き
る
メ
ン
バ
ー
で
ま
と
ま
っ
た
方
が

良
い
の
で
は
？
・
・
・
と
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
、
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
地
元
在
住
の
作
家
7
人
で 

 

２
０
２
０
年
9
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
２
０
２
１
年
11
月
に
は
2
人
を
加

え
、
現
在
9
人
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
情
報

交
換
を
行
い
話
し
あ
い
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
会
期
中
に
緊
急
事
態
宣
言
や

蔓
え
ん
防
止
が
出
る
と
県
外
の
お
客
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
に
く
く
、
作
家
の
在
廊
や

お
客
さ
ん
を
ま
き
こ
ん
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
大
々
的
に
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

元
々
、
仕
事
や
育
児
で
都
市
部
で
の
同
人

の
作
品
即
売
会
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
、
展
覧
会
に
な
か
な
か
行
け
な

い
・
参
加
で
き
な
い
か
ら
、「
身
近
な
地
元

で
、
自
分
た
ち
で
や
っ
ち
ゃ
お
う
！
」
と

い
う
考
え
か
ら
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
規
模
な
催
し
が
で
き
な
い

状
況
で
、
身
近
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
に
気

付
い
て
注
目
も
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
て

き
た
の
で
、
む
し
ろ
追
い
風
に
感
じ
る
時

も
あ
り
ま
す
。 

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仕
事
が
で
き
る
環

境
は
整
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
創

作
を
楽
し
む
人
達
が
リ
ア
ル
で
情
報
交
換

や
交
流
が
で
き
、
刺
激
を
与
え
合
え
る
場

を
作
り
た
い
で
す
。
老
若
男
女
、
絵
が
好

き
な
子
供
達
に
も
、「
身
近
に
こ
ん
な
場
が

あ
る
ん
だ
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し

い
で
す
ね
！ 

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
全
国
展

開
、
海
外
展
開
も
視
野
に
チ
カ
ラ
を
蓄
え

つ
つ
、
岐
阜
の
新
し
い
文
化
と
し
て
イ
ラ

ス
ト
や
地
元
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

かつまれい 「青の杜」庭江つかさ 郷土菓子「みょうがぼち」の妖精をイメージ

Guttyo 「長良川の花火大会」 由愛乃ナカ 「ゆめのなか モネの池」

13 2020 岐阜にイラストレーターが集う



Tokyo
岐阜県学寮

岐阜県学生会館

一瞬の永遠
岐阜県学生会館  

多摩美術大学 4年   小林 滉佳

大
学
生
の
４
年
間
、
岐
阜
県
学
生
会
館
に
は
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

制
作
で
徹
夜
を
す
る
こ
と
が
多
い
私
に
と
っ
て
、
朝
夕
２

食
の
ご
飯
が
あ
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
帰
れ
ば
誰

か
が
い
て
く
れ
る
と
い
う
環
境
か
ら
は
沢
山
の
刺
激
を
も

ら
い
ま
し
た
。

私
の
部
屋
は
寮
の
桜
の
木
の
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
３
度
、

こ
の
部
屋
で
桜
を
見
ま
し
た
。

３
６
５
日
、毎
日
桜
を
見
て
い
る
と
分
か
る
の
で
す
が
、花

が
開
く
の
は
１
年
の
中
で
本
当
に
短
い
期
間
だ
け
で
す
。
気

付
く
と
い
つ
の
間
に
か
蕾
が
膨
ら
ん
で
い
て
、
あ
ぁ
綺
麗
だ

な
ぁ
と
見
と
れ
て
い
る
間
に
散
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
瞬
間
を
閉
じ
込
め
た
い
か
ら
私
は
写
真
を
撮
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
主
に
写
真
を
使
っ
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し

た
。
写
真
は
誰
に
で
も
撮
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、同
じ
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
も
他
人
と
同
じ
も
の
は
決
し
て
撮
れ
な
い
。
そ

こ
が
写
真
の
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
に
見
て
い
る
景
色
が
あ
り
、
全
く
違
っ
た
世
界
の

捉
え
方
が
あ
る
。
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
そ
の
視
点
が
、

写
真
を
通
し
て
不
意
に
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

寮
生
活
を
送
る
な
か
で
、
永
遠
に
し
た
い
と
思
う
光
景
に

何
度
も
出
会
い
ま
し
た
。

徹
夜
明
け
の
朝
焼
け
、
大
量
の
洗
濯
物
が
揺
れ
る
影
、
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
冷
蔵
庫
、
今
に
も
溢
れ
そ
う
な
大
き
い
湯
船
、

空
き
部
屋
に
差
し
込
む
夕
日
。
そ
ん
な
光
景
を
目
に
す
る
た

び
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
４
年
の
間
に
そ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。
で
も
本
当
に

撮
り
た
い
と
思
う
一
瞬
は
、
撮
れ
ば
撮
る
ほ
ど
次
の
瞬
間
へ

逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
私
は
寮
を
出
て
、
新
た
な
生
活
を
始
め
ま
す
。

ま
だ
知
ら
な
い
夜
が
あ
り
、ま
だ
知
ら
な
い
朝
が
あ
る
。
人

生
は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
日
々
の
方
が
ず
っ
と
長
い
で
す
。

こ
の
先
に
は
沢
山
の
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
が
私
を
待
ち
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
写

真
の
中
に
収
め
て
い
き
た
い
で
す
。

愛知県出身
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Tokyo
岐阜県学寮

岐阜県学生会館

岐阜県学寮の取り組みと
先輩との別れ

  岐阜県学寮

明治大学3年   林 大空郎 
専修大学3年   松本 　悠　

感染者の発覚後の学食風景 先輩方を見送る予餞会

岐
阜
県
学
寮
は
東
京
都
文
京
区
に
あ
り
、
約
１
０
０
名
の
男

子
大
学
生
が
寝
食
を
共
に
し
て
い
る
。
浴
室
や
ト
イ
レ
は
共
同

で
あ
り
、食
堂
で
と
も
に
食
事
を
す
る
。
部
屋
は
個
室
だ
が
、寮

生
同
士
が
部
屋
を
行
き
来
し
て
い
る
。
そ
れ
が
日
常
的
な
光
景

だ
っ
た
。
学
寮
で
は
コ
ロ
ナ
蔓
延
以
降
、
幅
広
い
感
染
対
策
が

実
施
さ
れ
た
が
、
２
０
２
２
年
1
月
に
感
染
者
が
出
て
し
ま
っ

た
。
一
昨
年
2
月
よ
り
、
学
生
委
員
会
を
中
心
と
し
た
感
染
対

策
及
び
感
染
発
生
後
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

ま
ず
、
感
染
者
の
発
覚
後
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
で
働
く

寮
生
の
協
力
に
よ
り
全
寮
生
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
日
を
あ
け
て
2
回
実
施
し
、
無
事
感
染
者
以
外
の

全
寮
生
の
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
有
識
者
の
寮
生

の
助
言
を
も
と
に
入
浴
を
禁
止
し
シ
ャ
ワ
ー
の
み
に
変
え
た

り
、
食
堂
に
あ
る
二
人
用
の
机
を
一
人
用
に
し
た
り
す
る
な
ど

の
各
種
感
染
防
止
対
策
が
行
わ
れ
、
現
在
ま
で
新
規
感
染
者
を

発
生
さ
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
１
月
は
来
年
度
か
ら
就
職
さ
れ

る
多
く
の
大
学
４
年
生
の
先
輩
方
が
新
居
へ
と
引
っ
越
す
時

期
で
も
あ
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
先
輩
方
を
見
送
る
予
餞
会
が
行

わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
式
典
の
規

模
は
縮
小
さ
れ
、
学
生
委
員
会
メ
ン
バ
ー
な
ど
代
表
者
の
み
で

粛
々
と
行
わ
れ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
も
多
か
っ
た
た

め
、
先
輩
方
と
最
後
の
思
い
出
を
作
る
機
会
を
失
っ
た
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
寮
に
大
量
の
ご
飯

と
お
酒
が
届
い
て
皆
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
先
輩
方
と
別
れ

を
惜
し
む
の
だ
が
、
結
局
私
た
ち
は
一
度
も
経
験
で
き
て
い
な

い
。
し
か
し
、
私
た
ち
と
懇
意
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
か

ら
棚
や
服
な
ど
を
譲
り
受
け
、
確
実
に
岐
阜
県
学
寮
魂
は
継
承

さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。
こ
の
寮
の
先
輩
方
は
優
秀
か
つ
人
格

者
が
多
い
た
め
、
私
た
ち
も
先
輩
方
の
よ
う
に
岐
阜
か
ら
日
本

全
国
へ
と
羽
ば
た
き
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ
る
よ

う
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

岐阜市出身 羽島郡笠松町出身
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東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。
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〈順不同〉

東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。
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人気料理家・ワタナべマキさん考案
「春豆のミネストローネ」

【材料】
新玉ねぎ 1/2個　グリーンピース 10本　空豆 8本　
トマト 2個（400g）　にんにく（みじん切り） 1片　
白ワイン 80ml　水 100ml　塩 小さじ1/2　
粗挽き黒コショウ 少々　オリーブオイル 小さじ2　
パルミジャーノチーズ 適量

【レシピ】
１ 新玉ねぎは1cm角に切る。グリーンピースはさやから実を出し、空豆はさやと

薄皮をむく。トマトはざく切りにする。 
２ 鍋にオリーブオイルとにんにくを加え中火にかけ、香りがたったら新玉ねぎを 

加え透き通るまで炒める。 
３ グリーンピース、空豆を加えさっと炒め、トマト、白ワイン、水を加えひと煮

立ちさせアクをとる。
４ 蓋をして弱火にし8分煮る。
５ 塩、コショウを加え味を調える。 
６ スープ皿に盛り付け、刻んだパルミジャーノチーズを振りかける。 

【ポイント】 
トマトから水分が出るので、水は少なめに具沢山のスープとして仕上げます。作る際
のポイントとしてはやはりお野菜のカットですね！いろんな野菜をカットしていくので、
SELECT100のキッチンナイフ・カッティングボードはコンパクトでとても重宝します。
人工大理石の持ち手も持ちやすいので、上手に切るのをサポートしてくれます。

【ワタナベマキさんコメント】 
新生活に向けた身体にやさしいレシピとして、春が旬のグリーンピースや空豆、新玉
ねぎ、トマトを使用した季節感たっぷりのミネストローネを考えてみました。
グリーンピース、空豆は鉄分、ビタミン Cなど栄養が豊富で、この時期ににはスーパ
ーでも売っているのでぜひさや付きのものを使ってくださいね。香りや柔らかさが一
段と感じられるはずです。新玉ねぎも、旬ならではのフレッシュな味わいが魅力です。
トマトの旬は夏だと思われがちですが、実は春が旬。春のトマトが持つみずみずしさ
には豊富なビタミンが含まれているほか、利尿作用などがあり栄養面でも味の面で
も全体をまとめてくれる役割を果たします。

貝印 present’s

　コロナ禍の中で “この春新たな気持ちで作りたい” 料理第1位は「体にいい料理」! 
新型コロナウイルスの影響により自粛期間が多くなる中、「自宅で料理を作ることや食事を
することに幸せを感じる」という方は全体の86.0%という結果となり、またこの春新たな
気持ちで作ってみたい料理の第1位には「体にいい料理」がランクイン。
　新型コロナウイルスの影響による健康意識の高まりが窺える結果となりました。そこで貝印では
人気料理家のワタナべマキさんとコラボレーションし「春豆のミネストローネ」のレシピを考案。
　自宅時間が増えている今だからこそ、家の中で楽しむことの一つとしてひと手間かかるおいし
い料理に挑戦してみたり、ご家族やお孫さんと一緒に料理を楽しんでみてはいかがでしょうか。

 ※貝印株式会社調べ 

料理家 ワタナベマキさん
プロフィール 

雑誌や書籍、イべントな
どで幅広く活躍。グラフ
ィックデザイナーを経て
料理家の道へ進む。日々
食べるものを美味しく丁
寧につくるお弁当や朝
ごはんなど、毎日の料理
の参考になる著書を多
数出版。近著に「ワタナ
ベマキの10のお弁当」 
（扶桑社刊）がある。 
インスタグラム 
@maki_watanabe 

「SELECT100」について 
SELECT100 は 料 理 を
通じて「幸せな時間作り」
のお手伝いをするブラン
ドです。料理を作る時
間を幸せな時間に変え
る、誰もが心地よく料理
を愉しめる基本の調理
道具であることを目指し
ています。 
ブランドサイト
http://www.select-100.com
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
当
会
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
総
会
・
懇
親
会
が
２

年
に
わ
た
り
中
止
さ
れ
、
会
員
同
士
の
交
流

の
機
会
が
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
本
年
は
百
二
十
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
あ
り
、
今
年
こ
そ
は
11
月
14
日
の

明
治
記
念
館
で
の
総
会
・
懇
親
会
を
実
現
し

た
い
も
の
だ
。

私
た
ち
の
「
ギ
フ
ネ
ッ
ト
」
も
長
ら
く
リ

ア
ル
編
集
会
議
が
で
き
て
い
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
と
電
話
な
ど
で
な
ん
と
か
や
っ
て
い
る

が
、
例
年
の
よ
う
に
皆
で
集
ま
っ
て
ペ
ー
ジ

作
り
を
す
る
楽
し
さ
は
若
干
減
じ
て
い
る
。

一
方
、
今
号
で
岐
阜
県
人
会
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
は
実
現
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
世

界
中
で
活
躍
中
の
岐
阜
県
人
相
互
の
交
流

が
、
逆
に
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

で
広
が
っ
た
と
の
ご
報
告
が
あ
っ
た
。

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
ひ
と
つ
。
戦
後
生

ま
れ
の
歌
人
を
代
表
す
る
河
野
裕
子
さ
ん
の

業
績
を
た
た
え
て
創
設
さ
れ
た
「
河
野
裕
子

短
歌
賞
」
が
2
月
、
第
10
回
で
終
了
し
た
。

こ
の
10
年
で
総
計
十
二
万
九
千
首
を
超
え
る

応
募
作
が
あ
っ
た
が
、
歴
代
各
部
門
の
最
高

賞
か
ら
一
般
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
と
し
て
選

ば
れ
た
の
は
、
揖
斐
郡
池
田
町
の
太
田
宣
子

さ
ん
の
「
雨
上
が
り
世
界
を
語
る
き
み
と
ゐ

て
つ
づ
き
は
家
族
に
な
っ
て
聞
か
う
か
」
だ
。

本
稿
を
書
い
て
い
る
３
月
10
日
現
在
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
に
ロ
シ
ア
軍
が
も
う
じ
き

迫
ろ
う
か
と
い
う
状
況
だ
が
、
も
し
か
し
て

ご
縁
が
あ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
さ
れ

る
方
が
首
都
圏
の
み
な
ら
ず
岐
阜
県
に
も
身

を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん
な
場
合
に
は
親
身
に
な
っ
て
寄
り

添
い
た
い
も
の
だ
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
７
年
８

月
か
ら
２
０
１
１
年
８
月
に
か
け
て
会
長
を

務
め
ら
れ
た
加
藤
重
義
さ
ん
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長
　
荒
垣
さ
や
こ

編 

集 

後 

記

日本勢屈指の走力を持つ永井秀昭選手は岐阜日野自動車に
所属。13 年世界選手権個人ラージヒル 5 位、14 年ソチ五輪
団体 5 位、17、19、21年世界選手権団体 4 位、18 年平昌

五輪団体 4位という成績を経ての悲願のメダル獲得だった。
日本に実に7大会 28 年ぶりのメダルをもたらした。

北京五輪で岐阜出身者が大活躍
◆モーグルの堀島選手、日本人メダル第一号

◆村瀬選手が女子スノーボード・ビッグエアで銅メダルを獲得

◆永井選手がノルディックスキー複合男子団体で銅メダルを獲得

（文責・荒垣さやこ）

フリースタイル男子モーグルで銅メダルを獲得し、北京冬季
オリンピック日本人メダル第一号となった堀島行真選手は岐阜
県池田町出身。中学時代に全国大会を制して、堀島選手が
学んだ当時は男子校で、スポーツコースを設置していること
から部活動が盛んな私立の岐阜第一高校の普通科スポーツ
コースに進学。部活はもちろんスキー部だった。高 2の頃から
世界ジュニア選手権に出場、高 3でワールドカップの表彰台に
も立った。中京大学スポーツ科学部で学び、20 歳にして 2017

年の世界選手権で史上初となるシングルとデュアルの 2 種目で
優勝を果たした。トヨタ自動車に入社後もモーグル界のエース
として活躍。オリンピックは 2018 年の平昌大会が初出場だ。
今回、「最後の1本を滑り切るまで安心できなかった」、「本当の
夢は金メダルなので、またここから頑張りたい」と語る堀島
選手。視線の先には既に 2026 年イタリアのミラノ/コルティ
ナ・ダンペッツォがある。なお 2月18日には知事を表敬訪問し
「清流の国ぎふ栄誉賞」を受け取った。

村瀬心椛選手は岐阜市出身。17 歳 3か月でのメダル獲得は
フィギュア女子銀の浅田真央選手の記録を抜いて冬季五輪
日本女子最年少となる。4 歳からスノボを始め、小学 5 年で
全日本スノーボード選手権大会・スロープスタイルで2位、18 年

には Xゲームズビッグエアを13 歳で制覇。21年のワールド
カップ・ビッグエア開幕戦で優勝し、22 年のワールドカップ・
スロープスタイル開幕戦でも優勝している。村瀬選手も岐阜
第一高校だ。

岐阜県出身の米澤穂信氏が「黒牢城」で第 166 回直木賞を
受賞した。戦国の世を舞台にした歴史小説で、今村翔吾氏の
「塞王の盾」との同時受賞。選考委員代表の浅田次郎氏が、
ともに「高水準だった」と評価。「黒牢城」には、選考委員の
なかでは「せりふの巧みさを評価する声があった」という評も。
作家生活 20 年目にして念願の賞を手にしたこの作品は、すで
にミステリーの大家として名声を確立した作家が満を持して
チャレンジした戦国もの。戦国の知将・黒田官兵衛を「安楽椅子
探偵」にしたら…というアイデアを作品化したもので、織田軍
迫る荒木村重の有岡城に幽閉の身で官兵衛が推理をめぐらす。
本名は信一さん。1978 年、飛騨市神岡町生まれで、幼稚園
から中学まで地元の学校に通った。教職についていた父の
転勤で高山市に移り県立斐太高校で学び、金沢大学卒業後に
高山市内の大型書店、三洋堂高山店に勤務しながら小説を
書いた。2001年処女作「氷菓」でデビュー。「インシテミル」

は映画化もされ、「満願」と「王とサーカス」はそれぞれミステ
リー小説ランキング史上初の2年連続 3冠を成し遂げた。今回
の「黒牢城」は昨年の山田風太郎賞も受賞している。
「米澤君は当時から作文が上手だった。」と話すのは小学校
の同級生・大阪良一さん。また、「米澤君は元気な子でした
けど、よく図書館にもいて、ものしりなイメージがありました。
わからないことがあると米澤君に聞く、という感じでしたね。」
と語る小・中学校の同級生、倉住（旧姓小林）千佳さんは、
実家の小林書店でかねて「米澤穂信コーナー」を設けていた
が、直木賞受賞で「たちまち売り切れ。でも地元ということで
特別に在庫を回していただいています。」と嬉しそうに語った。
お話好きな少年が長じて、書店勤務の傍ら小説を書き続け、
ついに大輪の花を咲かせた。彼が以前勤務していた高山市の
三洋堂書店は今や「聖地」化しているそうだ。

米澤穂信氏が直木賞を受賞
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